
＜都市住民等との交流を実施している事例＞

○棚田保全を通じた都市住民との交流

１．集落協定の概要

市町村･協定名 兵庫県神崎郡市川町河内
かんざきぐんいちかわちょうかわち

協 定 面 積 田（68.7％） 畑（31.3％） 草地 採草放牧地
2.1ha 野菜・水稲 リンゴ

交 付 金 額 個人配分 0％
32万円 共同取組活動 道・水路維持管理、鳥獣害防止対策、畦畔管理等 93.2％

100％ 事務関係費 6.8％（ ）
協定参加者 農業者 11人、生産組織１組織（構成員55人）

２．取組に至る経緯

当地区は、ほ場整備事業により約70％が整備されているものの、当集落は勾配が急峻

なうえに未整備であるなか、農業者の高齢化及び鳥獣被害等により、集落の活力が低下

し、耕作放棄が懸念されることから、集落での話し合いを続けた結果、平成19年度に協

定の締結に至った。

３．取組の内容

当集落では、リンゴの観光農園を設置し、リンゴの木のオーナー制度や収穫体験によ

り都市住民との交流を図っている。

また、既存の営農組合の組織を強化し、機械・農作業の共同化による省力化を進める

ことにより、耕作放棄が防止され、地域の良好な景観の維持が図られている。

秋の収穫祭での都市住民との交流 りんご園



［集落の将来像］
○農家の高齢化により、独居老人、空家、耕作放棄地等の増加が予想される。
○今後、耕作放棄地を出さず地域の良好な景観を維持していくため、担い手の育成、リンゴの木のオー
ナー制度の推進等により集落の活性化を図っていく。

［将来像を実現するための活動目標］
○多面的機能増進活動として、リンゴ園を核としたリンゴのもぎ取り体験、オーナー制度等の充実を図
る。また、河内営農組合にリンゴ園の管理・運営を担ってもらい、秋の収穫祭等を通じた都市住民との
交流を図る。

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 りんご園の運営（0.7ha） 河内営農の機械を共同利用
(田1.4ha、畑0.7ha) ・りんごもぎ取り体験 300本 (0.7ha)（ ）

個別対応 共同取組活動 共同取組活動

水路・作業道の管理 リンゴの観光農園の設置によ
・水路(0.4ha)、年２回 る都市住民との交流

清掃 草刈 (0.7ha)
・道路(0.2ha) 年２回

草刈、畦畔管理 共同取組活動

共同取組活動

鳥獣害防止柵の設置
（40m）

共同取組活動

集落外との連携
○河内営農組合と連携した秋の収穫祭等を通じた都市住民との交流

４．取組による変化と今後の課題等

秋の収穫祭やリンゴ、野菜等の販売を通じて都市住民との交流を図ることにより、

地域に活力がもどるとともに、農家の生産意欲も向上している。

今後は、さらなる都市住民との交流の場の拡大・発展を目標に活動していく。

［平成21年度までの主な効果］

○機械・農作業の共同化（目標0.7ha H21実績0.7ha）

○観光農園（H21実績 リンゴ園300本 もぎとり300本）

○来場者数（H21実績 1,221人）


